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＜連絡事項＞

· 4月18日（月）より、患者様の定期検査（採血及び尿検査）が始まります。患者様誤認等のトラブルが無いよう、安全に配慮し、確実な確認をした上で実施して下さい。

· 本日、午後より患者様の定期心電図検査実施予定。検査補助は番場スタッフに依頼しています。

· 4月20日（水）法人春の会を勤務等で欠席される方は、4月15日（金）までに欠席届に理由を記載し、SGMまで提出して下さい。

· 呂Drの診察は、毎週水曜日に実施する事となります。診察時に準備する物品等、診察に関する詳しい内容に関しては、今後、手順書を作成していく事となっています。

＜患者様連絡事項＞

· 坂本　房子様～主治医より、採血（院内セット3及び糖セット）実施の指示あり。4月15日
　　　　　　（金）に実施する事としています。また、入院し2週間が経過する事から、地
　　　　　　　域復帰支援検討会の開催について主治医へ確認。4月18日（月）13時40分
　　　　　　　から14時に開催するよう指示あり。山田SW、栄養スタッフ、外来スタッフ、
　　　　　　　病棟担当スタッフが参加する事となっています。

· 川井　麻都香様～本日、11時より御家族同伴での外出となっています。外食等を目的とされ
　　　　　　　　ており、14時に帰院予定。出発時、本人と御家族に内服薬の確認をし、外
　　　　　　　出時の注意事項について説明しています。また、苛々時の頓服薬（レボトミ
　　　　　　　ン（25）1錠）も持参されています。帰院時は、本人の様子を観察すると共に、
　　　　　　　外出時の様子（苛々の有無等）を詳細に確認し、記録にも残すようにして下
　　　　　　　さい。主治医より、知能検査（風景構成法、WAIS-RⅢ、ロールシャッハテス
　　　　　　　ト）実施の指示あり、心理スタッフへ実施日について確認する事としていま
　　　　　　　す。また、苛々時の予測指示（レボトミン（25）1錠服用）は継続。外用薬ア
　　　　　　　クアチムクリームの残りが少なくなった為、新たに1本が処方となっていま
　　　　　　　す。1日2回の処置を確実に行い、顔面の皮膚状態の観察を継続して下さい。

＜要注目患者様ケース検討＞

・高間木　八男様～昨日の昼食後、興奮が強まり、粗暴行為ある事から、主治医指示にて東Aユ

ニット11号室での隔離対応となっていましたが、主治医指示のリントン（5）
1Aを筋注施行後は、徐々に落ち着きが見られ、主治医指示にて16時に隔離対応は解除となっています。最近の様子として度々興奮する事が見られ、易怒性の高さあり、夜間の睡眠状態も不安定である事から、本日、主治医診察し、抗精神病薬が追加処方となっています。精神状態、夜間の睡眠状態等の観察を継続し、周囲とのトラブルが無いよう注意して下さい。増薬となった為、副作用の出現も視野に入れた観察を実施して下さい。

· 池野　功一様～右手第3趾を始め、全身各所に擦過傷（表皮剥離）があり、主治医指示にて1

日2回の処置（イソジン消毒後、エルタシン軟膏塗布しガーゼにて保護）実施しています。昨日より、各勤務帯にてスタッフ2名での全身観察を実施（観察内容は専用書式へ詳細に記載）していますが、新たな外傷はありません。本日は、鼻腔へ指を入れる行為があり、介入にも同行為を続ける為、主治医指示にてミトン着用を開始しています。ミトン着用は身体拘束扱いではなく、処置としての扱いとなりますが、1時間毎の観察記録を専用書式に記載する必要はあります。また、食事の際等でミトンを一時的に外した場合は、外した時間と再着用した時間を記録に確実に残すようにして下さい。引き続き、精神症状の観察と共に、危険行為の防止と安全の提供に努めて下さい。

＜隔離室入室患者様検討＞

· 畑中　成夫様～ここ数日、大声で叫ぶ事が見られていましたが、対面時の不穏言動は無く経
　　　　　　　過。本日はスタッフコールも少なく、臥床し過ごしています。右上腕・右大
　　　　　　　腿部・膝下部の内出血の処置は継続していますが、その後自傷行為は見られ
　　　　　　　ていません。引き続き、精神症状の観察を継続し、安全な環境を提供しなが
　　　　　　　ら、不穏言動を予測した対応を実施して下さい。

· 小田　沙也加様～10時～16時までの開放観察を実施中。気分変動の激しさは持続。気分の高
　　　　　　　　さも見られています。介入時一定の理解示すもすぐに気分の高揚もありま
　　　　　　　　すが、入室に対する拒否や入室後の危険行動の頻度は少なくなっています。
　　　　　　　　精神症状の観察を継続し、周囲とのトラブルを未然に防いでいく必要があ
　　　　　　　　ります。統一した対応を実施しながら、安全な環境を提供し、トラブルの
　　　　　　　　防止に努めて下さい。

・外山　尚武様～　先週は開放観察中に他室侵入・盗食・独語・奇異行動が見られています。　他者とのトラブルはありません。本日は開放観察中は退室せず自室内で毛布を被って座っていたりなどの奇異行動はありますが、スタッフへの粗暴行為・迷惑行為はありません。表情の硬さも見られていません。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。

